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「～な」と「～の」について

一漱石と回外の場合一一

霧　岡　昭　夫

1．はじめに

　宮島達夫氏が廃立国語硯密密論集2『ことばの概究2』所由の「いくつかの

文法混血義表現について」という論文の中で，「～な」と「～の」のゆれの問題

を，「現代雑誌九十種の用語用字調査」のデータによって考察している（99ペ

ージ）。

　しかし，その他には，この問題について，実際のデータに基づいた考察は見

られないようである。それは，このような研究の場合，用例探しに手間も時間

も多く要することが大きな原因であると考えられる。

　現在，国立国語硬究所では，「漱石・鴎外の用語研究」のテーマのもとで，

computorを用いた研究が行われ，各種：の文脈つき索引（KWIC索引）がフ

ァイル化されている。この論文は，そのKWICファイルから「な」と「の」

の用例を収集して考察を加えたものである。従って，用例収集の雪間と時間を

軽減することができた。

　本稿で対象としたのは，夏羅漱蕊の『坊っちゃん（51079語）∬草枕（50358

語）』，森鴎外のr雁（44749語）2r由椒大央（12797語）3　r寒山拾得（3599語）』

を主とし，問題になる語は同じ作者の別な作晶を参考にした（上記作晶の語数

は，S単位による。単位については，国立園語研究所報告59「電子計算機によ

る国語研IIEVIIIjの8ページ以降参照）。

　本稿では，漱石・鴎外の語法にかぎったが，それは手間と蒔閥とcomputor

に蓄積されているデータとの三つの点からそういうことになったのである。本

稿筆者は，さまざまな文章についても「～な」と「～の」の問題の実態を明ら

かにしたいと思っている。そういう点から言えば，本稿は，前の宮島氏の論文
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と併せても，現代臼本語での実態の，ほんの一端を明らかにしたにすぎない。

しかし，このような論考を積み重ねることが，現代語の実態をとらえる唯一の

着実な方法だと本稿筆者は考える。

2．　五作品での用法

　本稿で集めた用例は前払に記した，宮島氏論文の用例採集の方針に従ったv

宮島氏論文ではだい斥い，「な」のほうは連体用法および「～なのは，～なの

が，～なのを」の形をしているものをすべて選んでいるが，「～の」のほうは，

ひょっとすると「～な」に置きかえられるのではないかと考えられるものも多

層に採集してあるようである。それは「な」におきかえられるか，られないか

の区別の明白でないケースが少なくないからであろう。本稿でも基本的にはそ

の線に沿っている。

　なお，他のことばの後に来る結合要素（接尾語・助詞など）のうち，結合し

た全体で「～な」となり得るもので，結合のしかたも一般性を持っているも

の，たとえば「的（質的・武士的）」「同様（畜生同様，重漉油同様）」「程（そ

れ程，父親程，死ぬ程）」「くらい・ぐらい（教頭位・負けん位）」などは，「…

的」「…程」「…位」のように，…を用いて結合要素としたことを表す。また，

接頭藷は後と切りはなさずに，全体を一語とした。ただし，敬語の接頭語「お」

「み」「ご」などは，切！　H；ii＃．したものを採った。それは，これらの接頭語が，待

遇に関係するだけで，構文的・語彙的な問題には関わりカ弐ほとんどない，と考

えたからである。

　また，この研究は，表記に関することを調べることが熱的ではないので，語

形はr現代かなつかい」によることにした。しかしかなばかりだと読みにくく

なるので，適宜漢字をあてることにした。この場合も，字体はなるべく現行の

ものに改めた。そして，同語と認められるものは表詑が異なっていても同一の

表記形に統一してある。たとえば，「徐か（しっか）」と原本にあっても，「静

か」と書かれ，「しずか」の位置に並べられているのである。

　こうして集めた用例を，r～な」の形だけで用いられているもの，「～の」の

形だけで用いられているもの，「～な」「～の」の二方の形で用いられているも
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の，の三つに分けて表にすると次のようになる（出典は，題目の先頭の字をも

って，『坊っちゃん』は「坊」のように表す。また，緬々の用例は稿末に一揺

してあげる）。

　　（注）　「そう（な）3ギよう（な）」は助動詞的傾向を持ち，語形も安定しているよう

　　　なので除外した。しかし，「ふう（な）」は語形のゆれが見られるので除外せずに

　　　採り上げた。なお，「そうな」は『坊っちゃん』に16例，『草枇』に13例，『雁』

　　　に9例，『山撤大夫』に4例あり，また，「ような」は『窃っちゃん謹に64鋼，

　　　『草枕』に42例，『雁』に106例，『山椒大夫』に28例，『寒山拾得』に5例ある。
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3。考　　　察

　3－1鍛的な考察

　前節のリストをもとに，うしろに「な」「なる」「の」のつく語を，3つのう

ちのどれがっくかでまとめたものが〔表1〕である。たとえばil坊っちゃん』

では「一な」だけの形で現れるものが109語，「一な」r一の」の形で現れるも

の9語ということになる。また，逆に，「な」「なる」「の」の前に来る語につ

いて，異なり語数とのべ語数を出したものが〔表2〕である。この表からはた

とえば陣枕』では「一なjの形で用いられているものが異なり語数で86語，

述べ159語数で語あるということがわかる。

　この二つの表から，同じ漱石の俘品で，総語数もほぼ鍔じである謬坊っちゃ

ん』と『草枕』でも，前者のほうが「一な」の形が後老より多く，「一なる」

「一の」の形は逆に後岩のほうが前春よりも多いということがいえる。これは

前者が口語的色彩の強い文章であるのに対し，後者が文語的色彩の強い文章で

あるということに起因しているように感じられる。

　また，この二つの表から見ると漱石と鴎外との闘にも違いが見られるが，こ

のことについては後で述べる（→3。3）。

〔表1〕

後に
付くもの
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　3－2現代語との差

　漱石も鴎外も明治時代の人といえる。したがって，その用語も現代とは異な

っているはずである。しかし，現代語の実態はあまり明らかではないので，こ

こでは本稿筆者が見て気の付いたことについていくつか述べるにとどめる。

　まず第1に，前舗リスト②の「一の」の中にある「充分」という語である

が，r草枕』でも雁譲でも「充分の」の形で用いられている。現代語では

「充分の食料」というより「充分な食料」のほうが自然であるような気がす

る。鴎外では主な資料とした作品以外で『青年』鵬密画に各ま例ずつ「充

分の」が溺いられており，この語は「充分の」の形がほうが当時としては一般

的だったとも考えられる。しかし，漱石の『硝子戸の中』には「充分な」が2

例用いられており，この件に関してはもう少し検討を要するようである。

　つぎに，前飾リスト③の「遙か」についても，「遙かの」が2例で，「遙か

な」「遙かなる」が各嘱列となっており，「遙かの」のほうが多いようである。

漱石の他の作贔では，『出入』の3例，『夢←夜』の2例と，すべて「遙かの」

の形で用いられている。「遙か」という語は，少なくとも漱石の用語としては

r遙かの」の形が一般的であった蓋然性は高いようである。なお，鴎外では

羅』晦椒大夫毒『寒由拾得3『青年』『高瀬舟』『普講中』の出作晶に「遙か

な」「遙かの」「遙かなる」の形はいずれも見られない。

　前記ジス1・①に，「好入物（な）」とあるのも気になるが，これは前後の文脈

をみると，

　○うらなりの君の，良教師で妊入物な事を吹聴して，

となっており，「事」に続く場合の臨時的な結合（たとえば「母は私が子供な

事を残念がつた」などという）であり，時代的な差ではないものと思われる。

3－3漱石と鴎外の違い

　まず，前節リスト③の（76ページ）にある「特別」という語は，『坊っちゃ

ん』『草枕』ではr特別の」であり，羅』では「特別な」という形で用いられ

ている。すなわち漱石は「特別の」，鴎外は「特別な」を使うという傾向＝があ

りそうである。しかし，これだけの例では少いので，漱石の『行人』『硝子戸
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の中』，鴎外の『青年』から例を集めると，表3のようになった（『山椒大夫』

踪霞拾得』『夢十夜∬高瀬舟』『普請蝿では「特別の」も「特別な」も用い

られていなかった）。

　　　　　　　　　　　　　　　〔表3〕

坊 草　　行 硝 雁 青

特製な1 1 1 3

特別の1・ 1　　　3 1

　これだけ集まると漱石では「特別の」が多く，鴎外では嚇別な」が多いと

いう傾向がいっそう明らかになったと欝えよう（しかし，漱石が「特別の」ば

かり用いたのではないということは『鍬入誰に「特別な」が1例用いられてい

ることからわかる）。

’それに対して，同じリスト③（76ページ）にある「…位」という語は，「特

別ほど顕著ではないが，反鮒に漱石では「…位：な」のほうがr…位の」より

多く，鴎外では「…位の」のほうが多いように思われる。そこで，ここでも他

の作畠から用例を集めてみると次のようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　〔表4〕

坊草行硝i雁山寒脊
…　位：　な 13　2　16

9
μ

9
一

…　位　の ls　2　i4　n16　iis
　この表になると，漱石が「…位な31，…位め35」でほとんど差がなく，それ

に対して鴎外はr…位な4，…位の13」というように，「…位の」のほうが断然

多いという傾向が出てくるので，やはり二入の間に差があると欝える。しかし，

この点については，激石の作晶の中でも『硝子戸の中』のように「…紘な」が

用いられず，「…位の」が11例用いられているなど，作品間の差も見られ，さ

らに調査をする必要がある。

　また，「…位」にも，接尾語的用法（体言に直接つくもの。鋼，教頭位・それ

位etc．）と，形式名詞的用法（連体修飾語から続くもの。例，死ぬ位・美しい

位・ソノ位etc．）とがあるが，それぞれは次のようになっている。
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俵5〕

防草行硝（漱石計）睡山事理（酬計）

÷言体

連体修飾

語÷

位な1・・ 4 14

位の16265・・i…　58
位な｝32・2 17 2 2　　　4

位刺・ 8　6　16 戸
D

5

こうしてみると漱石のほうでは，平均して「…位な」「…位の」が用いられて

いるけれども，鴎外のほうでは，形式名詞的用法の「位」は「…位な」「…泣

の」が同じぐらい用いられ，接尾語的用法の「位」は「…位の」に偏っている

ということが言える。

　次に，これも岡じリスト③の「…風！という語は，この範囲では，『坊っち

ゃ棚が「…風な2，…風の1」，『騰で「…風な1」となっていて，漱石・

鴎外ともに「…風な」の方を多く用いているように見えるが，そのほかの作贔

では，『選入』で「…風な1，…風の6」，階年』でr…風な3，…風の10」

とともに全く逆の結果になるものがある。

　この「…風」にも，体言から続く用法と連体修飾語から続く場舎があり，そ

れぞれ次のようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　〔表6〕

険　　行　硝1雁　　青
風な巨　　・　　1

体言÷

風の1・　2　　i　　　・・
風な巨　　　　　i・　　3

連体修飾諮＋

風刺　　　・　21
　〔表6〕から，漱眉のほうはこの語もいろいろに使っているが，鴎外のほう

は，体言から続くときは「…風な」を用い，連体修飾語から続くときは「…風

の」を用いる，という傾向が見られるようである。

　同じリスト③のr…程」という語も漱石と鴎外とで差が見られる。すなわ

ち，il坊っちゃん』『草枕』とも，「…程の」が「…程な」の約1．5倍用いられ
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ており，ガ鷹r山椒大夫』『寒山拾得』ではすべて「…程の」である。鴎外で

も『青年』に1例（「…程の」は11例），『普請中』に1例（「…程の」はない）

と，「…程な」を用いた例はあるが，漱石と比すれば，その使用率はさらに低

い。

　なお，「程」にも，体書から続く用法と，連体修飾語から続く場合とがある

が，それぞれ次のようになっている。

　　　　　　　　　　　　　　　〔表7〕

画草行硝剃脚耀青高普
体言＋

連体修飾語＋

程なi・・ 1

程の139… 1　1 5　2

程なi 1　2
1

程の｝ ・・2・72レ 1　6　2

この〔表7〕からは，「…位」「…風」のようなはっきりした傾向は見られな

い。漱石・鴎外ともに，どの用法も見られるが，作晶によってかなりばらつき

が見られる。また，漱石では体言から直接続く場合のほうが，連体修飾語から

続く場含よりも「…程な」の使用率がやや高い，というようなことが言える程

度である。

　リスト③で，ゆれについて問題があるように思われる語に，あと「…的」と

いう語がある。リストの範囲では，漱石が「…的な」と「…的の」をほぼ同じ

ぐらい用いているのに対して，鴎外では「…的な」ばかりであるように思われ

る。しかし，他の作品も見てみると，

　　　　　　　　　　　　　　　こ表8〕

i務草行硝i雁青
…的な

…的なる

…的の
3
1
4

9
翻
　
－

16　　1

8　　3

3　17

5

となっており，鴎外が「…的の」を全く使用しないわけではないことがわか

る。

　このように，はじめの五作澱にみられた傾向が，作品の数をふやせば変って
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くるものは，前にのべた「…位」「…風」「充分」とこの「…的」があげられ

る。そのほか，〔表1〕（77ページ）で，漱石は「～な」と「～の」にゆれるも

のの異なり語数が多いのに対して，鴎外はll雁』に3語あるだけ，という傾向

が見られ，またこ表2〕で，漱石は「・・vなる」を矯いているのに対して，鴎外

は「～なる」を添いない，といったことも言えるが，異なり語数のほうは，鵬

外でもr青年』や隔瀬舟』をみると，「いろいろな・の」「…露な・のGF…

質な・の」「…的な・の」「…程な・の」など，かなりの語がゆれているようで

あるし，「～なる」についても，il青年毒に品数例見ることができ，鴎外が「～

なる」を用いることもある，ということがわかる。

　したがって，これだけの作晶から，すぐに漱石・鴎外の用語が完全に明らか

になったということは言えない。二人の全作最を調査すればもっと違うことが

わかるかも知れない。とにかく，本稿で明らかにしたものは，ここでとりあげ

た作贔の範囲でだけ言えることである。

　3－4　言語的環境

　前節リスト③（76ページ）にある「…色」という語は，r…色な」となる揚

合と，「…色の」となる場合がある。しかし，稿末の用例集を見ればわかるよ

うに，「…色な」となるのは，『草枕3の2例，『雁』の1例ともに「黄色な」

である（横色の」はあと『窃っちゃん』に2例）。また，この横色」には他

に「黄色い（坊1・青2）」の形の言い方もある。それに対して，他は恢色

の（寒1）」「朱色の（行1）」「茶色の（草2，行1）j「就珀色の（箪1，青

1）」「紫色の（草1）」「鼠色の（普1）」「カーキー色の（行1）」など，すべ

てf…色の」である。現代語で横雨」と同じようにr～の／な／いiの形で

用いられているr茶創も上のように，「茶色の」の形のみ出現している。こ

れらの作品の範囲では，「…色」が「な・の（および，い）」でゆれるのは，前

に「黄」という語が来るという環境にある場合だけだと言うことができる。

同じくリスト③にあるr…的」という話も「…的な」とr的の」でゆれている

が，これの前にどんな語（漢語，和語，外来語，等）が来るかということにつ

いて調べたものが〔表9〕である。
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〔表9〕

1坊草行硝1図無
一字漢語

二宇以上漢語

一字漢語

二字以上漢語

外来語

＋的の

＋的な

1

1　3　8　3
6．’

1　1

2　3　14　113　16

1 1
二宇以上漢画・江戸な司 1

　この表でみると，外来語1例（ロマン的な）のほかはすべて漢語で幽る。そ

して一宇漢語は『草枕』，賄人』とも，「詩的」という語である。「的」という

語は，「～な」「～の」の形では現代語ほど，また〔表10〕で示すような「位」

「風」r程」などほどは，前に来る語が自由でないようである。

　なお，〔表9〕の「…的」も〔表10〕の「…位」f…風」「…程」も，「～な」

「～の」のゆれの問題に関しては，語種によって〔表4〕～〔表9〕までの傾

向と異なる点は特に見られないようである。

　なお〔表10〕の「位」「風」「程」は，前に体書が来る場合だけに陳ってい

る。前に連体修飾語が来るか体言が来るか，という問題も言語環境の闇題であ

るが，これについては前項ですでに述べた。

　言語的環境の点から「…さ」という語についても少し述べる。リスト③でわ

かるように，『雁』の3例，陣枕』の1例が「…さの」で，ll坊っちゃん2の

1例だけが「…さな」である。これは，

　　おれの気位な大きさな字が二十八宇かいてある。

という文で，これは先行する「顔位な」の「な」にひかれたものかと恩われ

る。

　3－5「～な」と「～の」の使い分け

　『坊っちゃん』には，すぐ近くに同じ語が「～な」「～の」の形で卜いられて

いるものがある。まず第1は，「色々」という語である。r坊っちゃん譲にはリ
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〔表lo〕

｝ 険草行硝剃脚寒青離
二字以上漢語

和　　　語

混　種　語

固有名詞

文相i当句

二字以上漢字

和　　　二

割　種　語

語和

至上外

二字以上漢語

和　　　語

外　来　語

二字以上漢竹

和　　　語

混　種　語

二字以上漢語

和　　　二

割　種　語

＋位な

÷位の

＋風な

＋風の

＋程な

÷程の

4

1　1　1　1
2

1 1

4 4　3 1　1　3
1 3　1 1

1

1

1

1 8

1 1

2

2

2　3 1

2

1　4 2

1　5　4　2　1 1　1 3　1

1 1

スト③でわかるとおり，r色々の」というのは1例しか見られないが，それは，

赤シャツという人が，

　　「（前略）そこには趣な事情があってね。君も腹の立つ事もあるだろう
　　　　　　　　　　　．
　　が，ここが我慢だと思って辛捜してくれ玉え。決して君の為にならない様

　　な事はしないから」

と言ったのを受けて，主人公の坊っちゃんが，

　　「色々の事情た，どんな事清です」
　　ts　“
と言う部分である。第2は，「寛大」という語で，これも赤シャツが
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　　「（前略）なるべく寛大な御取計を願いたいと思います」
　　　　　　　　　　一　　一
と煉った，その少し後に，野だいこが赤シャツを支持して，

　　「（前略）どうか成るべく寛大の御処分を仰ぎたいと思ひます」
　　　　　　　　　　　　　一　一
と演説する部分である。もう1っは「至轟」という語で，これは山嵐が会議

で，

　　「（前略）軽侮されべき至妾な理由があって，軽侮を受けたのなら，（中略）
　　　　　　　　　　　　一　　一
　　公けに謝罪の意を表せしむるのを至当の所掌と心得ます」
　　　　　　　　　　　　　　　　一　一
と，やはり演説する所である。これらは，作者の漱石が意識的に「～な」と

「～の」とを使い分けたものと考えられる。前の2例は，他の人が「～な」と

言ったのにわざわざ「～の」に変えて用いているが，そのうち「色々の事情

で」というのは笏っちゃんの，赤シャツへの聞き返しの言葉の中に，暗に詰問

や軽侮の気持ちを込めているように思われる（「事情た」という表現にもそれ

が感じられる）。また，次の「寛大の御処分」というのは，原典でもいうよう

に，漢語をのべつ陳列した，理屈ばかりで訳のわからない演説の中にある語だ

ということであるから，それなりに「寛大の」を用いて漢語的なかたさを閉し

たものと雷える。山嵐の「至当な」と「至当の」については，同一一演説中に現

れ，前の「色々」r寛大」とは少し事情が異なるが，先行する　「至当な」が，

「至当な理由があって軽侮を受けられたのなら3と，仮定的・客観的なことが

らについて用いられたのに対して，後の「至当の」が，r至当の所置と心得ま

す」と，断定的・主観的なことを書うのに溺いられたもので，よりかたい表現

であると言える。このように「寛大」「至当」といった漢語は，「一の」の形で

用いると，「一な」の形よりも漢語的なかたさが強くなるようである。そして，

俵1〕（77ページ）で，『草枕』が『坊っちゃん3より「～の」を多く用いて

いる，という事実と台わせ考えると，夏目漱石は，場面や文の調子などに応じ

て「～な」と「～の」をいろいろに使い分けている，ということがわかる。

4、おわりに

　本稿では，「漱石・鴎外の用語研究」という研究の一環として，「～な」と

「～の」のゆれについて，当時の実態を一一ほんの一一部であるが一明らかに
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したものである。

　本稿では，2および3で述べた事実が，それぞれ結論になっているが，全体

を通して気の付いたことを補足する。

　まずes一一は，漱石のほうが鴎外よりも「～な」と「～の」でゆれる語が多

い，ということが書える。前籔3項で少しふれたように『青年』『高瀬舟滋な

どでは，鴎外でもゆれている語がかなり見られるようであるが，漱石のほうは

どの作贔でもゆれる語が多く，傾向としてはやはり漱石のほうが鴎外よりもゆ

れる傾向が強い。また，前節5項で述べたように，漱石は，意図的に使い分け

ているあとが見られる（使い分けることの良否については本稿筆者のカの及ば

ぬ問題であるのでここではふれない）。

　次に全体を通して気の付いたことは，同じ作者でも作品によって差がある，

ということである。今園の調査では，五作晶の全数調査を行って，問題になる

語を，あと六作品から拾い出す方式をとったが，その範囲だけでも作刀1による

違い，というものが感じられ，さらに多くの作品で調査をすれば，まだいろい

ろなことがわかるものと期待される。また，漱石では，初期の『坊っちゃん』

’『草枕毒と，晩年の『行人』『硝子戸の中』などでも鑑があるように思われる

が，この問題については機会を改めて（「～な」と「～の」のゆれについてだ

けでなく）調査をしたいと思っている。

　　付記・「漱石・鴎外6用語研究」は，言語計量研究部の等一研究室が，飼第三研究

　　室の助力によって行なっているものである。

　〔付・用例集〕

○主資料として用いた五作品の底本は，次のとおりである。

　『坊っちゃん誰…漱石全集巻2（岩波書店）（（昭和41年1月刊））…明治39年4

　　月発表

　『草枕譲…漱石全集巻2（岩波書店）（（昭和41年1月刊））…明治39年9月発表

　『陶…鴎外全集巻5（岩波書店）（（昭和26年6月刊））…》正4年5月発表

　『由椒大夫』…鴎外全集巻6（岩波書店）（（昭和26年11月刊〉）…大正4年1月

　　発表
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　『寒山拾得』…鵬外全集巻6（：岩波書店）（（昭和26年11月干の）…大藍5年1月

　．発表

○補助資料として用いたものの底本は次のとおりである。

　『硝子戸の中『…漱石全集巻8（岩波書店）（（昭和47年7月刊））・大正4年発

　　袈

　『行人』…岩波文鷹本（岩波書店）（（昭和45fl三11月刊））・大正2一発蓑

　r夢十夜』…現代日本文学全集11巻（筑摩書房）「「夏貝漱石集」（（昭和29年

　　12月刊〉）・明治41年発表

　『青年』…鴎外全集巻5（岩波書店）（（昭和26年11月刊））・明治44年発表

　『高瀬舟』…鴎外全集巻16（岩波書店）（（昭和48∫詳2月刊））・大正5年発表

　『普譜中』…新潮文鷹（新潮社）（（昭和43年5月刊））・明治43年発表

　用例集注（主資料）

　①ゼな」「なる」のみの付くもの

○明らかな色を

○鮮やかな紅の滴々が

　鮮やかなる織物は

○有体なる己れを

○憐れな奴等だ

　憐れな歌ですね

　憐れな感じが

　（cf）憐れの念が

○安価なる1気焔家は

○安全なものである

○異な瓦斯を

　異な呼掛の

○いい潴減な邪推を

　いいbH減な所を

　いいhll減な事を

（）意タトな考褐こ

　意外な事が

　意外な事を

　意外な辺りから

○粋な女が

　粋な所が

○偉大な豪傑では

　偉大なる活力の

○いやな奴だ

（草522－11）

（草541一一一15）

（草462－　5）

（草398－　1）

（坊267－14）

（草437－　4）

（草499－　8）

（革501－　8）

（草449－　8）

（llt336－11）

（草441－10）

（草425一一　3）

（坊326－　8）

（草486－13）

（雁i290－　5）

（fits331一　1）

（雁339－　9）

（me350一　7）

（雁337－10）

（雁352－12）

（雁289－　6）

（草448－15）

（cettsi4s5－11）

（窃347－　6）

○薄っぺなのめりの下駄が

　いやな声を

　いやな奴で

　いやな聡を

　いやなお上さんて

　いやな女だと

　いやな女だと

　いやな菜が

　いやな商売を

　いやな人だとは

　いやなもの，

○異様な赤で

　異様な激動を

○陰気な臭橘寺の

　陰気なようだが

　陰気な小屋も

　薄っぺな赤い石を

○うららかな春日が

　うららかな春のHを

○上の霊なる波を

Ounbefangenな態度を

○鋭敏な感覚が

　鋭敏な人が

○鋭利な観察を

一87一

（坊350－13）

（草509－　3）

（雁389－　4）

（雁313－　2）

（雁400一一　3）

（雁i400－2）

（雁401－　6）

（雁318－21）

（雁318－12）

（屑毯313－12）

（草499－14）

（雁417－　2）

（雁272－　3）

（雁290－　1）

（1－t1355一　9）

（坊335一一　1）

（草440－　1）

（草420－　5）

（草496－12）

（草455－　9）

（雁418一一　4）

（雁364－　3）

（雁364－6）

（雁316－　6）



○艶なる月下の　　　　　（草499－8）

○横風な，失敬な奴だと　　（豹261－7）

○おお様な所が　　　　　（雁296－3）

○臆病な男でも　　　　　　（坊261－14）

○おっくうなよiだが　　　（雁i290－2）

○愚かな慕を　　　　　　　（坊273－1）

　愚かな者ゆえ　　　　　　（山349－8）

○雅な蕃と　　　　　　　　（1草396－1）

○可哀想なものだと　　　　（is259－ll）

○凱切な御考えで　　　　　（埼305－3）

○苛酷な菓をも　　　　　　（山358－5）

○かすかな痕を　　　　　　（草4G1－10）

　かすかなる笑の影が　　　（草519－10）

　かすかなる耀きを　　　　（草453－14）

　かすかな響きを　　　　　（雁407－11）

　かすかな，甘い感傷鮒情緒が

　　　　　　　　　　　　　（雁…380－10）

　かすかな明Pで

　かすかな燈火の下で

　かすかな燈火の賜りに

○堅気な商売に

　堅気な人に

○譲りがちなる春の空を

　罵れ勝ちなお玉の

　有り勝ちな無遠慮を以て

○恰好なものだと

　恰好なる対称を

○勝1手な計画を

　勝手な熱を

　勝手な軍歌を

　勝手な規則を

　勝手な真似を

　勝手な真似の

○下等な所に

　（cf）下等の車室の

○寛な方に

○頑固なものだ

○頑丈な体と

○感心なやり方だ

○閑静なものだ

○簡単なもので

○黄な法衣を

（由352－　1）

（P！1335－11）

（lntki353－11）

（ノ1葎318－12）

（ノ1莚294一一　9）

（草401－13）

（nK－311一　2）

（雁404－1）

（草402－　8）

（草457－13）

（坊247－　5）

（Sh3e9一　5）

（坊253－　3）

（坊270－　7）

（草396－　3）

（草396－　4）

（Sh369－13）

（坊323－　2）

（坊305－12）

（紡375－　3）

（lj．i367一　1）

（坊249－　6）

（ち右295－15）

（坊355－15）

（繭08一＄》

　黄な汁を

○危険な事も

○きざな態度が

○奇体なもので

○気の毒な事に

　1気の毒なものだ

　気の毒なものだ

　気の毒な譲を

　御気の毒な事を

　気の毒な事には

　気の毒な程迷って

　気の毒な申し分だが

○急な用導でも

○窮屈な世界だこと

　窮屈な処であったからで

○急激な：身の上の変化の

○御器周な方が

○仰山な音が

○強烈な苦痛を

　強烈な直覚を

○嫌いなものなら

　嫌いなものと

　嫌いな事は

　嫌いな人は

　嫌いな入ですね

　嫌いなほうじゃ

○気楽な宿直が

　気楽な響きが

　気楽なものだ

　気楽な問題を

○きれいな奴だ

　きれいな所へ

　きれいな刃を

　きれいな画に

　きれいなお嬢さんが

　きれいな影が

　きれいなものが

　きれいなものが

　きれいなうえに

　きれいな家に

　きれいなおっ雑さんが

○謹聴な人が
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○屈寛な揚所だ　　　　　　（草425－15）

○怪しげな蚊帳の　　　　　（草412－1）

　厳めしげな所が　　　　　　（雁i3Q8－2）

無辺1な駒下駄の驚けで
　　　　　　　　　　　　　（fik31g－10）

○軽快な感じは

○軽躁な暴慢な悪風を

○軽柔な風を

○軽薄な生徒を

　軽薄なる二竪子の為に

　軽薄な態疫は

○けちな奴等だ

　けちな奴等だ

　けちな家が

　けちなくせ’に

　けちな末造の処置を

○結構な男を

　結構な人で

　結構な飲料で

　結構な譲にも

　結構な事よ

　結構な法は

○潔白なものだ

　潔白なおれも

○下燃な仕草だ

○下劣な根情が

○健康な美人の

○厳重な罰などを

　厳重な制裁を

○高尚な精神的娯楽を

○好人物な審を

○豪胆なものだ

○幸福な人である

○公平なる宇宙の意で

○高慢ちきな釣道楽で

○巧妙な弁青を

　巧妙なものだが

○荒涼な趣きを

○古雅な言葉で

　古雅な話を
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○小ぎれいな身なりを　　　（雁292－3）

　小ぎれいな所で　　　　　（雁335－1）

○滑稽な樹は　　　　　　（草511－3）

○古風な紙燭を　　　　　　（草410－12）

　古風な縄のれんが　　　　（草543－7）

○こまやかなる雨に　　　　（草469－1）

　こまやかなる事，　　　　（草475一岐2）

○混濡な夢：を　　　　　　　（革413－6）

○盛んな講釈を　　　　　　（雁415－10）

○爽やかな朝風に　　　　　（雁i320－2）

Osentimentalな，三朝の才人の

　　　　　　　　　　　　　（雁280－　1）

○残念な事を

○仕合せな事には

　仕合せな事には

〇四角な翻身から

　四角な石が

○静かな海を

　静かな春の夜に

　静かな春の昼過ぎに

　静かな春に

　静かなものだ

　静かな畳の上を

　静かな庭に

　静かなる風呂場を

　静かなるものは

　静かな小さい一一一閥を

　静かな岡じ事を

○失敬な奴だと

　失敬な奴だ

　失敬な奴だ

　失敬な華を

○しなやかな体艦を

○自分勝手な話を

○地味な歓楽を

○酒落な入が

○重大な貴任を

　重大な責任と

○殊勝なお心掛けと

○重なる詩境に

○純粋な人を

　純粋なる専門画家と

（ts285－11）

（ノ潅…294－　9）

OffS・389一　tl）

（草416－　5）

（草478－　7）

（坊289－13）

（草467－5）

（草467一一10）

（草499－13）

（草453－　6）

（草519－　9）

（t“g417一一　5）

（草472－　4）

（草498－12）

（雁297－1）

（lk355－13）

（坊261－7）

（重方254－　4）

（窃255－　5）

（tsJ282一　3）

（草507－1）

（塚ヲ300－　5）

（雁300－13）

（草508－15）

（ts330一　7）

（均330－　9）

（ag334一　1）

（草392－10）

（坊292－　8）

（草526－　7）
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　純粋なるものも

○純朴な所で

○順良なる生徒を

○峻烈な性分を

○’心配｛生な二男と

○正直な純粋な人を

　正直な武士的なi元1気を

　正直な女でも

　正肉な子だもんです

○清浄な水が

　清浄な水でも

○上手な床屋へ

○少壮な身を

○上覆な積りだ

（g393－10）

（草392－　8）

（坊366－　1）

（雁i304－10）

（毒右296－　6）

（坊292－　8）

（毛槍306一＝t3）

（雁325－　9）

（雁…285－10）

（寒464－13）

（寒464－13）

（草450－　6）

（雁391－11）

（t　ig．P．76－10）

上最な厩立ぬ好みの支度を（雁299－7）

○親切な女菟た様な男だ

　親切なものだから

　親切な嗣宿だと

○迅遠な御手際で

○親密な入が

○好きなものは

　好きなものは

　妊きな鮪のさし身か

　女子きな方だから

　好きな田奢饅頭を

　好きな文章が

　戴きな娘さん達は

　好きな人で

○素痘な性なので

○清潔な膳の上に

　清潔な身は

○盛大なる送別会を

○贅沢な話だ

○精緻な彩色ものが

○拙なるものと

○せっかちな性分だから

　せっかちな性分だから

○御意労千万な服装を

　失敬千万な察を

○善良な男子なのだから

　善良な性質を

○稲応な暮しを

（坊338－　5）

（筋294－　2）

（寒469－13）

（笏362－　4）

（寒467－12）

（iji264－10）

（tfi246－12）

（坊319－　9）

（坊355一＝｛O）

（雁i344－　1）

（雁279－8）

（雁303－　1）

（寒470－5）

（雁387－3）

（雁4G1－　7）

（雁404－10）

（紡346－　9）

（＃i282－11）

（草412－12）

（］t”．479－11）

（kfi374－14）

（紡318－　2）

（坊257－13）

（坊299－1）

（坊324－　7）

（雁300－　7）

（雁300－　3）

○疎遠な人だと

O俗な男だと

○粗暴な様だが

○粗末なもので

Osolenne1な心持ちに

○大事な手紙だから

　大事な顔だ

　大審な粟だ

　大頭なものが

　大事なものならば

　大事なお玉を

　大事な一人娘で

　大事なお守だが

　大事なしろものじゃ

○大業な材木が

○大変な事に

　大変な打撃だ

　大変な人鳩だ

　大変な山の中だ

　大変な濡眼だ

　大変な不利益だ

　大変なEに

○平らな所へ

○巧みなる事

○確かな人が

　確かな船頭にさえ

　確かな手へ

　確かな手から

○達者なもので

　達者なからだで

　達者なもんだ

　達者な雁は

○単純な人閲だから

　単純なものには

　単純なお梅の頭には

（寒467－12）

　　　セ　むむ
（草480－14）

（坊369－　3）

（由34＝L一一　8）

（雁i293－　2）

（坊319－　5）

（坊367－　1＞

（笏242－2）

（：義童388－12）

（草497－10）

（雁294－13）

（ノ確…293－　8）

（口LI363－　5）

（1」LI341－10）

（山331－　6）

（坊308－　5）

（坊308－14）

（‡右361－　6）

（坊331－　4）

（坊313－　5）

（坊354－12）

（草447－14）

（草526－14）

（草521－　g）

（坊311－　3）

（山336－11）

（山339－12）

（山339－12）

（坊273－　1）

（坊311－11）

（草450－　7）

（雁413－　4）

（坊307一一　5）

（t右316－10）

（雁396－　6）

単純なリウマチス性の頭痛で

0淡白な処置が

　淡白な様に

○緻密な思慮は

○痛切な感じは

○つつましやかな微笑を

（寒462－6）

（坊249－　7）

（坊292－15）．

（雁301－　3）

（雁314－　3）

（ma300－12）

一90一



○罪な御布令を

　罪な雑誌だ

　罪な事を

○丁寧な需葉を

○適当な機会が

○手近な際立った性質から

○手持不沙汰なように

○嗣然な奴とでも

○重禁麟飼露な憂鼠に

○とんきょうな声で

○頓珍漢な処分は

○名代な橋だがね

○なだらかな谷へ

○生意気な某とは

　生意気な婆を

　生意気な悪いいたづらを

　生意気な奴は

　生意気なる某がと

　生意気なる某などと

O滑らかな舌で

○難儀な思いを

○賑やかな方へ

　賑やかな切通しを

　賑やかなさえずりが

　賑やかなために

　賑やかな伸町を

○柔和な手段の

○のどかな春の貝を

　のどかな春の感じを

　のどかな春の感じを

　のどかな馬子唄が

（坊308－14）

（坊287－　5）

（懸鐸…397－　4）

（坊379－13）

（雁300－　8）

（丹薙270－　6）

（ノ詫茎1315－10）

（ih348一　5）

（務271－　9）

（雁375－　4）

（紡305－　9）

（草439－　9）

（草523－　8）

（坊366－12）

（坊364－　9）

（坊276－　6）

（坊268－　6）

（坊365－14）

（坊367－1）

（ノ礎343一一　2）

（坊378－15）

（坊310－　8）

（雁415－1）

（雁365－　6）

（二二276－　6）

（ノ鍛…272－　3）

（∫償量304－11）

（草390－　2）

（葦449－　7）

（草449－　7）

（草404－　1）

○呑気な隠居のやる様な購は（坊264－10）

　呑気な声を

　呑気な時節で

　呑気な声を

　番長な春と

　呑気な扁舟を

　番気なものだ

　呑気な弥次と

○馬鹿な銭を

○破格な金使いを

○はでな所が

（坊334－　4）

（蓑ヲ250－13）

（坊361－14）

（草394－　6）

（草392－　1）

（草4畦9－　8）

（草479－　5）

（ue290一　8）

（雁271－　8）

（草479－　5）

○はなやかなる姿を

　はなやかな笑顔に

○購やかな顔を

○煩環な二丁の

○卑．怯な待麹を

　卑怯な入間で

　卑怯な事は

　卑怯な冗談だ

○非常な勢で

　非常な辣腕だ

　非常な速度を

　非常な満足を

○美妙な調和を

○卑劣な振舞を

　卑劣な根牲は

　卑劣な急なものか

（草462－　8＞

（雁279－　1＞

（雁329一一　5）

（雁434一一　3）

（坊244一一　3＞

（坊261－14）

（坊275－15）

（坊268－1）

（坊278－　8）

（藁444－15）

（as397－11）

（ma299一　5＞

（草531－　9＞

（坊295－10）

（坊354－　4＞

（雁404－6）

Ofata｝istiqueな明朝の才人の

　　　　　　　　　　　　　（雁280－　1＞

○不可能な事は

○不機嫌な顔を

　不機嫌な顔を

○不規露な形ちで

　不規期な鰯雲に

○不潔な水でも

　不潔な水で

○不見識な男だ

○不作法な頭ア

○不仕合せな女に

　不仕合せな目に

　不仕合せな雁も

○不善議なもので

　不思議な事に

　不思議なものだ

　不思議なものだ

　不思議なもので

　不思議な事に

　不思議なもんですね

　不思議な歩行を

　不：思議な事には

　不思議な；窮に

　不思議な心持だ

　不思議な装をして
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（雁282－　4）

（寿鐸i312－　2）

（雁387－　4）．

（草496－　9）．

（ノ偉…361－　3）

（塞464－13）

（寒465－　1＞

（坊259－　6＞

（草450－　4＞

（草423－　2＞

（雁297－1＞

（雁409－　2）

（筋250－5）

（坊278－2）

（坊361－15＞

（坊294－　4）

（坊244－10）

（坊366－7＞

（坊315一一1）

（su461一　5）

（草406－　7）

（草413－13）

（草397－　5）

（草461－4）



　不思議な遠慮が

　不思議な程

　不思議な事で

○不自然な所の

○不実な男の

○不浄な地を

○不確かなマドンナさんで

○不減磁なもんか

　不都合な事が

O物騒な所だ

　物騒な男から

　物騒な最中で

（ffre307－10）

（ノ雌329－　2）

（寒470－4）

（Jue364一　8）

（雁294－　8）

（坊382－　7）

（ie314－10）

（坊272－　8）

（坊333－　9）

（坊294一一　5）

（草530－　1）

（雁293－13）

O不つつかな世話の焼きやうで

　　　　　　　　　　　　（由331－　2）

○不人情な畢を

　不人情な事は

　不入情な蕃が

　不人情な人間ばかりだ

　不人情な惚れ方を

○不必要なる犠牲を

○不愉快な所を

○不将な奴だと

○分譲なものでは

○璽な面面が
　平穏な生活を

O平気な顔を

　平気な顔では

　平気な事で

　平気なもんで

　平気な訳だ

○下手なものだ

　下手な写；真師と

○溺な窮を

○べらぼうな話だなあ

○変な顔を

　変な声を

変な顔を

　変な話を

蒙な素振が

変な様子を

○法外な注文を

○暴慢な悪風を

（坊324－6）

（ち右373－　5）

（坊334－　8）

（埼282－　8）

（草488－　1）

（］攣こ525－　6）

（灘66－2）

（坊326－　5）

（草456－11）

（ノ『琵370－　6）

（雁356－　4）

（笏311－　7）

（草466－7）

（草538－10）

（草447－14）

（草403－7）

（坊34繕一9）

（草440－7）

（草402－13）

（ノ催i347－13）

（坊255－　7）

（坊312－　5）

（坊253－　6）

（ue331一　1）

（雁i350－　7）

（雁345－　5）

（坊256－　8）

（坊306一＝L4）

○負け嫌な大声を

○真面目な顔を

　真面欝な狂言には

○真っ赤な雑誌を

○真っ黒な茶釜が

○真っ青な顔を

○真っ白な姿が

○真っi直なものは

　真っ直な気姓だと

真っ直な短い枝が

　真っ直な短い枝に

○まばらな生垣の

○璽な入も

　妙な奴だ

　妙なものだ

　妙な手付をして

　妙な顔を

　妙な顔を

　妙な事ばかり

　妙な筒っぽうを

　妙なおやじが

　妙な病気が

　妙な顔を

　妙な所へ

　妙な奴が

　妙な顔が

　妙な口を

　妙な病気だな

　妙な謡を

　妙な家と

　妙な影が

　妙な気に

　妙な気持ちが

　妙な事だね

　妙な理猫だ畜

　妙な事を

　妙な臭いが

　妙な節の唄を

　妙な柳が

　妙な対照のようだが

　妙な事に

○無意味な一瞥を
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○無邪気な颪ですね

　無邪気な画だ

　（cf）無邪気の極である

　無邪気な安寿が

○無勢力なものだ

○無重なる御転婆を

○無鉄砲なものを

○無頓着なる所作ならば

　無頓着な人と

　無頓着な人で

○無分別な学生の

○無法な箏を

○無閥な嘘を

○無理な事を

　無理な要求で

○閣瞭なる外界の

○迷惑な話だが

○面倒な会議なんぞを

　面倒な事を

　薇倒な慕情なら

　颪倒な事は

　面倒な事を

○猛烈なる運動を

○やな心持が

　やな心持が

　やな女が

　やな奴だ

○厄介な所へ

　厄介な奴等だ

　厄介な所だ

○野蛮な所だ

○野卑な…悪風を

○柔らかな光線を

○幽遅な所です

○悠長な事を

　悠長なもので

　悠長な振る舞を

○有名な書象の

○愉快な気持に

　愉快な事も

　愉快な刺激と

○好い気な物ね
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○容易な事では

　容易な蕃では

○陽気な感じが

○余計な発議を

　余計な手数だ

　余計な減らず口を

　余計なお担：話だ

　余計な口を

　余計な事を

　余計な世話を

　余計な事を

　余談な探りを

　余計な苦労を

　余計な心配を

　余計な掃除の

　余計な手数は

○余っ程な一k　lliだろう

○煮出な様に

○楽なものを

　楽なものだ

　楽な：身の上に

○駄雑な有様を

○秀L暴な直なので

　乱暴な事を

○嘉日な顔は

　利口な人だから

○立派な入間だ

　立派な座敷へ

　立派なものに

　立派な玄関を

　立派なものだ

　立派な且増様が

　立派な玄関の

　立派な女形が

　立派な画家で

　立派な白壁の家が

　立派な羊嚢が

　お立派な方で

　立派な構で

　立派な紅顔の美少年で

　立派な実業家だと

　立派なものがある
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（）～燧な’dsと　　　　　　　　　　　　　（雁393一一　2）

○罪な頭で　　　　　　　（雁i350－10）

○塾ものは　　　　　　　（坊314－11）

　墾なものには　　　　　（筋243－6）

　墾な所では　　　　　　　（坊251－1）

　墾iなものには　　　　　　（笏243－7）

○露骨な肉の美を　　　　　（輩469－10）

　②「の」のみが付くもの

○選り前のことよ　　　　（山35G－10）

○塾のことに　　　　　　（雁i356－2）

○有り合わせの物で　　　（雁311－6）

○いい工合のようですから　（贋i323－12）

○ム閲量の永久と　　　　（草500－14）

　三ζれ茎猛；の数は　　　　　（雁416－10）

○一人前の独立した人闘だ　く坊295－7）

　一入前の高利貸に　　　　（雁282－2）

○＝璽のcultureを　　（雁316－11）

　垂の安心を　　　　　　（雁356－1）

○＝塞の景物で　　　　　　（草456－13）

○鯉のひげ繭と　　　　（草531－11）

O亟の優しい方が　　　　（草409－11）

○うやむやの内に　　　　　（草：519－9）

02竺警の女の目が　　　　　（維i371－3）

　；笠｝¢）娘ヵ弐　　　　　　　　　　　　　（雁326－　3）

　趨の野卑が　　　　　　（山346－4）

　趨の人を　　　　　　　（出333－9）

　2墜の人が　　　　　　　（蜘352－5）

　趨の人の　　　　　　　（山35δ一5）

　趨の人が　　　　　　　（山365－10）

　塞勢の僧が　　　　　　　（寒473－4）

○お定まりの小倉の筒袖を　（雁292－4）

○温良篤摩のEr．は　　　　　（坊346－2）

○遡」の効果を　　　　　　（雁339－6）

○遡の恩恵：だと　　　　　（雁397－2）

　1塑のいた：わり様じゃ　　（由345－7）

○：墨型の燭を　　　　　　　（羅396－1G）

○けちん坊の欲張り屋に　　（坊336－14）

○旦杢；廻1萱の空気と　　　　（：草522－13）

○御翠苔の折　　　　　　　（坊347－9）

○言語道断の沙汰で　　　　（草433－1）

○最良の策だと　　　　　　（雁壌5－2）

○壁の憐れはあるが　　　（草465－5）

Oi写経璽の水の様に　　　　（坊325－5）

○±金の美を　　　　　　　（草471－12）

　±金の食料を　　　　　（雁332－11）

　（cf）→用例真夏（補助資料）

Oi蒼生の感晴が　　　　　　（雁312－7）

　塗の感罐が　　　　　　（雁404－4）

　塗の高さに　　　　　　（雁407－3）

　塗の難儀に　　　　　　（雁401－4）

α遡の1気’会から　　　　　（革506－10）

○．k，｛EE一のざら付かない製品は（雁339－2）

　（cf）上等の切符で　　　　（坊323－4）

○御丈夫の様ですな　　　　（坊321－6）

○規上りの早Rに　　　　　（雁322－3）

○難の手段で　　　　　（坊354－8）

　弾の様では　　　　　　（紡530－12）

　塁堂の道心立を　　　　　（笏5羽一の

○御心配の様子で　　　　　（草409－8）

○遡の御年じゃ　　　　　（草487－8）

○捨て身の決心で　　　　　（雁299－6）

○一2一之エ乏ろ竺の頭痛では　（寒462－7）

○絶対の平等観を

○梱毫の処分を

○赤シャツ栢当の所だらう

○壮烈の最後を

　壮烈の最後を

○大分の道を

○是丈の事を

　食わせる丈の価値は

　夫丈の事で

　出る丈の声を

　撮る丈の旬を

　此丈の姿勢で

　嬉しさ丈の霞分に

　写った丈の寸法では

　勝つ丈の愉快が

　わかる丈の余裕のある

　遣る丈の事を

　これ丈の事を

蟹遮の事を
　それ丈の事を

　IS軍門の精力を

一94一

（草497－　8）

（坊366－　5）

（ih302一　3）

（草525一三4）

（rvrp：525－13）

（山368－　5）

（i）E291一　4）

（窃277－6）

（ih295一　6）

（th363－14）

（草418－　8）

（輩531－　3）

（：a417－15）

（革506－　4）

（三振524－13）

（工法392－14）

（Rg271一　1）

（雁343－10）

（雁382－　3）

（雁387－10）

（Bre296一　7）



持っている丈の精力を

　それ丈の刹那の

　どれ丈の要約が

　導く丈の物を

　自分丈の仕立物を

　これだけのことを

　踏み込むだけの勇気は

○多少の賭代が

　多少の生命を

　多少の面倒が

（雁282－　3）

（雁277－5）

（ノ9琵3r）O－IO）

（羅i301一一　2）

（雁296－　7）

（iml．1371一　9）

（LIJ367－12）

（草479－　3）

（草457－　6）

（雁303－　6）

○績込虹の銀杏返しの髪が（雁277－3）

0飽人行儀の挨拶を

○多人数の下役が

○多智の形容詞中から

○唐桟ずくめの幽艶に

○常の心の

　常の姿には

　常の人よりも

　常の人の

　常の薯なので

○中学生程度の観想

　岡程度の速力で

○手頃の石を

○当然の義務を

○御覧の通りの始末で

　轡覧りi塑の山里で

○注文通りの手紙を

注文逸旦の家件は

01円とかの金である

○特異の点が

○特殊の能力には

○年上の女が

○突然の感は

○芸なしの自分では

○人間並の事を

　世問並の女に

　世：間並の事，

　世間並の保護の下に

○何等かの知識を

○念入りの修業だから

○頭にあらがう筈の石垣が

　出来る筈のお玉が

（雁434－　7）

（寒462－1）

（草421一　δ）

（ノ『擁292－　6）

（草455－13）

（’s＋Snt“t155－11）

（草391－10）

（草470一エ3）

（雁289－　2）

（草く197一工2）

（：．Y：，　543－12）

（草498－　8）

（坊270－　6）

（坊243－　8）

（郭01－3）

（窃356－　9）

（勢356－　6）

（雁282－1）

（草481－　5）

（草421－12）

Clff372一一　2）

（草414－2）

（雁357－　3）

（坊290－　9）

（雁358－　9）

（雁381－　7）

（雁358－　9）

（雁330－10）

（草418－2）

（雁343－　1）

（ノ『蕉398一　エ）

　呼ぶ筈の所へ

　刈る筈の柴を

○早書の老人は

○半可の英認で

○悲惨の最後を

○必須の条件である

○瓢逸の趣は

○無愛想のおれに

○不安の感が

○不可思議の千万無量一一

　：不可思議の千万無三一

O不調和の階級を

○不毛の境を

○全くのお婿さんだと

○未完の物なら

○水入らずの晩が

○南向きの庭1ご

　繭向きの玄関から

　北向きの家で

○無垢の処女の

○無爵の域に

　無限の青嵐を

　無限の残惜しさが

○無言の儘で

　無言の儘，

○無実の罪と

○無数の琳環を

○無用の臆測を

○無論の事

○盲静の尊敬が

　憲葭の尊敬では

　盲饅の尊敬とでも

○持前の豪傑気取で

○以ての外の喜と

○尤もの様でもある

○由崩しの女でも

○幽冥の府に

○ようようの癖で

○よそ行の芸を

　よそ行の感情を

　よそ行の時に

○弱虫の癖に
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○お家流の手を　　　　　（雁360－1）

　③「なゴ（「なる」）「の」が付くもの

○生憎なお天気で　　　　　（草400－5）

　生繕な所で　　　　　　（山329－1）

②生憎の降りで　　　　　（草4G6－14）

○黄色な珠を　　　　　　　（草391－14）

　黄色な単二ま　　　　　　　　　　　　　（草391－15）

　輩色な外国種のカナリヤ共で

　　　　　　　　　　　　（iX365－10）

⑤生壁盒の地へ

柴負の蒸羊嚢の

　千草色の股引の

　琉鶏色の玉液を

　薄墨色の築三を

　小豆色の四：角な石が

　焦茶色の畳から

　灰色の瓦を

　羽色の鳥が

　bi加me色の茎の

　鼠色の闇に

　紫色の岩の

　灰色の中に

○色々な毒を

　色々な事を

　色々な卑情が

　色々な統計を

　色々な話を

　色々な者を

　色々な起伏を

　色々な事が

　色々な草花を

　色々な威分を

　色々なものが

　色々な化物を

　色々な調子が

　色々な理由も

　色々な買物を

　色々な事を

　色々な事を

　色々な鳥の

⑳色々の事清た

（草475－　1）

（草482一一　2）

（草544－15）

（草473－15）

（草397－15）

（草478－　7）

（草400－　9）

（wr280－12）

（雁371－12）

（雁407－4）

（羅i277－13）

（LE．i346－12）

（寒473－　3）

（坊260－8）

（坊316－　6）

（坊290－10）

（坊375－　4）

（坊312－　6）

（ifi265－10）

（草466－　4）

（草519－4）

（草466－4）

（草464－　7）

（：rk433－15）

（草440－12）

（草522－5）

（草409－4）

（草283－11）

（雁325－　4）

（雁359－　2）

（雁365－　6）

（坊29G－13）

T　96

　色々の人に　　　　　　（雁285－5）

　色々の物の香を　　　　（雁298－3）

○円満なる家庭を　　　　　（坊346－4）

　円満な動き方を　　　　　（草494－1）

㊧円満の相に　　　　　　　（草421－13）

○寛大な御取計を　　　　　（坊304－15）

⑧寛大の御処分を　　　　　（坊305－4）

○一間位：なちょろちょろした流で

　　　　　　　　　　　　（坊325－　2）

　黒板一杯位な大きな字で　（坊267－6）

　茜洋料理屋位：な格だ　　　（坊300－12）

　名前が云え斐ぬ璽な男だから

　　　　　　　　　　　　（坊294－1）

　こっちも負けん位な声を出して

　　　　　　　　　　　　（坊278－12）

　中学の麩頭位：な論法で　　（坊338－11）

　おれの頚位な大きさな字で（坊344－8）

魎庶大観を　　（9i1266一・2）

　大森位な漁村だ　　　　　（坊252－14）

　おれ位な声が　　　　　　（坊282－2）

　狭くした位な道権で　　　（坊259－9）

　五十位な年寄が　　　　　（鋳310－12）

　この位な辛抱が　　　　（草451－2）

　赤木根挿なものだ　　　　（草427－2）

　ま望～≦≦≧な窮｛ま　　　　　　　　　　　　（メ維i309－　1）．

　その位な事は　　　　　　（雁318－6）

＠その位の腕なら　　　　　（窃342－13）

　この位：の事なら　　　　　（笏260－12）

　一ケ月間の間は：　　　　　（筋265－3）

　考えて見よう位の挨拶を　（坊315－10）

　十間位の疑離に　　　　　（窃325－9）

　半分位の長さのを　　　　（坊318－13）

　十ili7．畳位の広さに　　　（坊269－9）

　一K一／に一遍位：の翻で　　　（紡244－3）

　その位の覚悟が　　　　　（草417一・4）

　食づ一ら絶倒堕の事だろう．（草：392－5）

　思ふ位の事で　　　　　（雁273－6）

　思ふ位：の事：は　　　　　　（雁i379－7）

　あの位の事は　　　　　　（雁391－6）

　歩く位のもので　　　　（雁272－11）

　居る僚のもので　　　　　（雁281－9）

　真ん中位の処で　　　　　（雁287－5）



　澱十位の女が

　府県知事紘の富吏である

○顔位：な大きさな字：が　’

⑧半分位の長さのを

　高じ高さの二階なのには

（llt327一　2）

（寒461－7）

（坊344－　8）

（坊318－13）

（ユ簑：425－10）

自分の体の大きさの入口を（雁356－2）

思ひ掛けぬ大きさの雁で　（雁414－3）

　腕の太さの木を

○董i当な理由なくして

⑳釜当の処置と

○大切なものは

　大切な晟は

　大切な袋は

　大切な物を

⑳大切のものとは

○大抵な入には

⑧大抵の事は

　大抵の者は

　大抵の人には

○髭だらけな野武士が

（ue281一　1）

（坊306一ユ0）

（坊307－　2）

（坊337－　g）

（pt1337一　3）

（L！g337一　2）

（t．L1369一　6）

（草475－　7）

（ih301一　4）

（坊294－　7）

（坊305－14）

（雁364－　5）

（草547－2）

⑪しわ苦茶だらけの婆さんだが

　　　　　　　　　　　　　（坊287－15）

　こぶだらけの腕を

　泥だらけの芹を

　ごみだらけの頭を

○武士約な元：気を

　謝罪的な言葉を

　詩堕な立脚地に

　抽象的な興趣を

　せ品こ麹年層な苦悶は

　重連堕なる絵藤上の

　楽観的な写象が

　具体帥な返事が

　絶対的な奴ばかり

㊥物質的の快楽ばかり

　世間的の入情を

　出世間的の詩i豪は

　芸術酌の立脚地を

　詩的のものならば

○岡様な平和である

⑭岡様の間に

○特別な仔細が

（坊342一：LO）

（ユ雀477－10）

（fffi，i349－12）

（坊306－13）

（紡368－　5）

（草417－　5）

（草458－　9）

（草466一一　8）

（草459－10）

（雁398－11）

（Jlg324一　7）

（ffk292一　1）

（笏309－　1）

（草393－　8）

（：’“394一　5）

（草婆15－15）

（草501－6）

（草544－　6）

（：trX511一　4）

（解鐘317－　2）

⑤特溺の理由も

　特別の感興を

○花ばかりなる空を

⑭いささかばかりの菜園が

一時間ばかりのうちに

八寸ばか）1の鯉を

一丁ばかりの杉並木が

言わぬばかりの狸も

醤わぬばかりの有様が

二畳ばかりの岩の中に、

六十ばか1）の爺さんが

五尺ばかりの高さに

四尺ばかりの深さに

十羽ばか）1の雁が

三ム、ばかりの島田やら

出たばかりの女中こそ

五十ばかりのばあさんが

それんばかりの物を

奴ばかりのようで

越えたばかT）の女で

○遙かな所へ

　蓬かなる下から

⑳遙iかの末は

　蓬かの向うで

○非人情な所が

　葬人情な惚れ方を

　非入団な読み方が

⑱非人情の旅には

　非人情の旅には

　非人情の天地に

　非入情の旅に

　非人情の余も

○卑し風な庭を

⑭干し風の女だから

○風流な土左衛門を

翻風流の交わりか

○猫の額程な購内の

　出車の羽織程な損害は

　昇華な変化を

　へちま程な青い黄瓜を

　出来ない程な好い色が

　一升ます程な煙草盆が
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　被時計程な丸い肉が

　三尺程な岩の上に

　入上程な風呂場へ

　豆腐屋程な湯槽を

⑳新聞程のほら吹きは

　是程の度胸は

　十坪程の平庭で

　斯程の影響を

　拮抗する程の影響を

　三二程の大きな松が

　醒むる程の帯地は

　挙：縫i程iの重三が

　どれ程の数になるか

　疲らす程の硬さを

　思わるる程の髪を

　潤おす程のしめやかさで

　威張る程の字でも

　六畳程の小さな座敷へ

　六丁程の近道に

　三工程の長：い髪が

　醒ます程の派鳩やかさの

　思える程の春の庭に

　見える程の深さに

　三工程の平地と

　乱す程の細い枝を

　同じ程の歩調を以て

　あれ程のゆかしさも

　気の付かぬ程の事の

　それ程の事の

　懐かしむる程の障害物が

　進める程の衝突を

　選手になる程の進歩を

　庭と言う程の物は

　着けている程の物が

　する程の緻密な思慮は

　どれ程の難所が

　こらえられぬ程の頭痛が

○豊曳な鑑なる雨の塊りを（草405－IO）

　有のままなる姿として

　置¢～鑑なる冥漢のうちに（草462－13）

②有のままの宇宙を

　そのままの姿と
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感じたるままの趣を

　そのままの姿で

　そのままの姿と

　綻びたままの着物を

　乱れたままの全体が

　そのままの店が

○満足な肴の

⑳満足の様子で

○冥漠なる調子とに

⑳冥漠の裏に

　真漠の戸qを

　用例集H（補助資料）

○「充分」

　充分な補償を

　充分なものでは

　充分の意識を持って

　充分の勢力を

○「遙か」

　逡かの下まで

　遙かの海が

　遙かの海の中へ

　遙かの上から

　遙iかの青草原の

○階測」

　特劉な関係に

　特励の椅子へ

　特別の興味を

　特別の注意を

　特別の担：界に

　特別な女中は

　特別な用を

　特別な女中の

○ヂ…位」

　同じ位：な年配の

　論じ位：な年配の

　此の位な壌を

　その位な手数は

　その位な纂じゃ

　その位の事言った

　吊る密なものです

知ら無蓮な入間で

一98一

（草456－　4）

（草466一の

（草526－　9）

（雁i349－12）

（雁312－　8）

（雁272－13）

（境349－　5）

（坊382－14）

（草471－14）

（三筆：462－　4）

（草462－　4）

（ENt’427一　1）

（硝477－13）

（高230－12）

（青199－　2）

（行119－10）

（行133－　4）

（行358－18）

（夢65上一　9）

（夢73r二一29）

（ぞテ325－　4）

（行360－16）

（行47－6）

（行319－10）

（硝476－4）

（青253－12）

（青238－　2）

（青238－　2）

（’f：y　58－18）

（行26－2）

（行269－13）

（行66－8）

（行228－13）

（行144－9）

（行380一15）

（行　8－9）



回る位なもので　　　　（行156－16）

達せられる位な考えで　　（行342－17）

面由ない位なものですから（行383－18）

のぼる層位なものなのです（行340－2）

挨拶をとり交す位な程度に（行62－5）

下宿位なもので

わら配位なものよ

そうです位な返答を

心得ている位の男だから

近すぎる位の位置に

その位の蕃なら

その位の窮は

どの位：の程度に

どの位の豊野が

顔を洗う位の気力を

一間位の土手で

一問四方位のもので

三寸位の赤い絹が

親指の二三の大きさしか

t十才位の暁分は

火のし位の大きさの

見舞iに行く位のことよ

年に一度位の割で

（行104－6）

（行166－10）

（行　40－12）

（行212－2）

（行283－　6）

（行127－17）

（行152－18）

（行323一＝15）

（そ『ナ339－　4）

（行63－4）

（行381－14）

（行116－13）

（行317－11）

（fi381－16）

（行213－　7）

（行315－17）

（行　61－15）

（硝463－13）

挨拶をしあう位の間がらで（硝451－7）

声を掛ける位の間柄で

∴週に一度位：の割で

どの位の月山を

送ってやる位の三位は

侮辱する位の厚顔を

二寸位の：量に

一箱に十位の割だった

ならない位：のものだろう

同年箪位のいたずら者で

その位な審を

その位な事は

それ位の事は

帰ろう位の考えで

三十位の男を

この記念位のものは

　小贔位のものだろう

○「…風」

　ヒステリ風な所は

（硝458－　4）

（硝432－4）

（硝482－8）

（硝439－11）

（硝294一一一　4）

（硝437－　4）

（石肖497－14）

（硝450－　3）

（硝421－1）

（青22－2）

（青216－7）

（青88－7）

（青183－11）

（青164－8）

（青236一一一10）

（青43一？）

（行168－12）

下町風の育て方で　　　　（行223－1）

商人風の男だが　　　　　（行103…11）

と養った風のことばを　　（行60－16）

と賜った風の今の兄さんに（行380－3）

と言った風の軽蔑または　（行344－10）

と欝’つた風の聡朔袷利に　（行387－10）

と言った風の調子で （硝452－3）

と曲った風の迫った心持を（硝499－9）

こう雷う風なのが

こんな風な資料が

そんな風な織である

書生風の自分を

芸徳家風の青年音楽家が

女学生風の少女に

藤関白風の鍍書を

書生風の男で

書生風の男が

西洋風の夜の劇場で

（青16－5）

（青93－5）

（青67－9）

（青187－　3）

（青264－12）

（膏114－　9）

（青160－2）

（青16－4）

（青9－11）

（青66－10）

　酉洋風のガラス窓二つから（青13－8）

　麹鱒豊門の生活を　　　（青231＿12）

　VYLLA風の薦洋造りに　（青76－4）

Or…程」

足る程ないい半解を

兆し得ない程なものを

歩ける程の余裕は

これと思う程の意晃も

これと言う程の器董も

合槌を打つ程の稚気も

怒り得る程の勇気を

（行319－12）

（行384－10）

（行89－8）

（行106－6）

（行101－　2）

（手『ナ272－13）

（行241一一13）

相手にな）T　fi／｝一る程の悪得屋で

彼程の真をもって

答える程の勇1気も

これ程の養生をしている

心配する程の事も

心配する程の事じゃ

心配する程の病気じゃ

あえてする程の勇気を

心配する程の凄は

感じたり壁心ii堤の余裕を

あえてする程の勇気が

それ程の度胸は

一99一

（行204－17）

（行256－　1）

（行159－　7）

（行39－3）

（行　40－16）

（行283－15）

（行210－15）

（行379－　6）

（fi　112一　7）

（行158－9）

（行53－4）

（ヂテ161－17）



それ程：の問題に　　　　　（行322－11）

しか］「つける程の元気も　（行272－13）

支度って程の支度も　　　（行149－13）

行かなければならない程の義理は

　　　　　　　　　　　　（行　67－12）

はたしてくれない程の大悠は

　　　　　　　　　　　　（行338－13）

涙を流す程の正しい人でも（行379－5）

そばにいてやる程の時間も（行58－2）

それ程の胆力が

目に立つ程の影響を

どれ程の利益を

しない程の大空が

してみる程の道楽気も

有る程の菊投げ入れよ

あざむく程の多気が

隠す程の財産も

数え立てる程のものは

腰程の高さに　・

（硝416－4）

（硝448－14）

（硝496－2）

（硝497－　7）

（硝450－14）

（硝473－　6）

（硝508－7）

（石亀445－12）

（硝414一一　4）

（夢66中一18）

これと言う程の特＆のものは

　　　　　　　　　　　（夢73」ニー　3）

しわと言う程のものは　　（夢67上一20）

触れない程な黄色を　　　（青195－1）

ならないと言う程のut1玉ltaireに

　　　　　　　　　　　　（青161－12）

音楽家程の熱情も　　　　（青265一一1）

書く程の事もない　　　　（青96－5）

くけひも程のきせる指しを（青179－12）

それ程の遠慮も

知れない程の会釈をして

用いない程の親しさを

名付ける程の苦い腺を

四十日穆の蘭

故郷の町程の大きさで

やる程の価値は

どれ程の差が

筆年程の間

）
　
）
1
　
4

352

77

）0184
｛2

）8［
D

9

）2i13ユ

）
　
）
　
）
　
㍉
ノ

7
　
　
4
　
1
　
5

6

571

922

432

青
青
青
青
青
青
青
高
高

（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
（
　
〆
k
　
（
　
（

言われる程の倹約な生活を（高228－6）

欠けている程の世にも稀な悪人で

　　　　　　　　　　　　（高225一一＝｛5）

背の直走な紫がかったうすい笠は

　　　　　　　　　　　　（普　19－13）

○ヂ…的」

廼膓堕な気分に
　感・隅＝再再な兄達弐

機械的なもので

　規則杓な衆心を

　具体的な説囲を

　具体的な証拠を

研究的な兄を

　研究酌な僕が

　原始的な輯びは

詩的な兄は

　習慣的な言説よりは

　実行駒な僕に

　人工的な痕跡を

　悲劇的な声を

　批評的な談話を

　ロマン的な光は

　一暁的のことで

感傷的の所が

感情的の雪椿に

　根本的のようだ

　社会的の地位ばか）1

心理的のものだったので

実際酌の要件を

断片的の光景は

非紳士的な挨拶を

詰闇的のものは

営業的の売買に

、具体酌のものなど

厭世：的なことが

機樋隻な詮索を

原始的な比喩を

（行296一エ6）

（行190－12）

（行271－2）

（？rf342－10）

（行286一一　3）

（行350－12）

（行309－18）

（行377－　1）

（行372－15）

（行193－15）

（行369一一一14）

（行377－　1）

（行330－　2）

（行203－14）

（行384－　7）

（行170一一　5）

（行255－5）

（行　74－17）

（行214－16）

（行376－18）

（行257－　1）

（行375－　1）

（行　8－7）

（行85－4）

（硝442－10）

（硝496－7）

（硝447－　8）

（硝477－11）

（青105－11）

（青210－2）

（青258－　3）

古奥的なシェイクスヒ。アが（膏66－3）

衝動的なような

風刺的な語調から

生産的な仕毒では

消極酌な事ばかし

積極的な感じも

積癒的なものを

露盤的な議論ほど

超越堕な方颪が

典型的な裏情は

r一　100　一

（青141－　5）

（青　55一’3）

（青28－8）

（青63－H）

（青95－12）

（青111－11）

（青158－6）

（青199－10）

（青158－　7）



典型的な翻訳は

暴露堕な歌が

　比較的な言葉で

　物質的な事が

　利己酌なようなので

　具体的の例が

　動物酌の策励だ

　物質堕の開化を

　利己的の意義しか

　反狸性麹の意志の

○「…質」

　神経質なことは

　神経質な雷語，

　1短懸篁の遺伝の

○鴎外の「～なる」

　偉大なる文学と
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（青37－9）

如何なる奇弁的関係を

永遠なる若さも

可憐なるお雪さんは

危険なる思想が

奇体なるものと

整靱なる紙が

堅靱なる縄を

神聖なる場所を

重大なる出来窮を

似て非なるもので

盲霞なる作例が

無知なるお雪さんが

無力なる行程に

廉価なる喝渠を

奮YDSAMになることを
。大いなる・…・・4例

（青235－　7）

（青205－　9）

（青144－1）

（青162－4）

（青ltll－　2）

（青207－　8）

（青143－12）

（青245－11）

（青65－4）

（青93－3）

（青133－6）

（青144－1）

（青86－1）

（青215－13）

（青220－　4）
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